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防 火 水 槽 構 造 基 準 

 

第１ 共通事項 

 １ 位置 

   標準ポンプ車が容易に接近し，取水できること。 

 ２ 容量 

   常時，４０㎥以上の水量が確保できること。 

 ３ 構造 

⑴ 地盤面から水槽底版までの落差は，４．５ｍ以内とすること。 

⑵ 水槽には直接吸管を投入できる直径６０ｃｍの吸管投入口を設けることとし，原則とし

て，次の規格に適合する消防用鉄蓋（別図１参照）を取り付けるとともに落下防止の措置

（開閉機能を有し，吸水するための吸管を２本（φ１７０）以上投入できる構造）を講ず

ること。 

なお，鉄蓋の一部に溶着塗装（黄色）をすることとし，鉄蓋の周りに黄色焼付塗装を行

うこと。また別図１に示す専用開閉器具の使用により開放できる構造であり，専用開閉器

具穴１箇所以上及び補助こじり穴２箇所以上を設けること。 

また，宅地開発事業で提供公園内に設置し，市に譲渡する防火水槽の鉄蓋は，市章及び

市名の標示がある鉄蓋を用いる。 

種 別 材質 重量 破壊荷重 

鉄 蓋 JIS G 5502 FCD 600 以上 52ｋｇ以上 490ｋＮ以上 

受 枠 JIS G 5501 FCD 600 以上 60ｋｇ以上  

⑶ 吸管投入口を設けない場合は，導水装置及び点検口を設けること。 

ア 導水装置は，「第５ 導水装置」により設けること 

イ 点検口は直径５０ｃｍ以上とし，点検に際し支障のない位置とすること。 

ウ 点検口に設ける蓋は，原則として防水型とし，容易に開放できない構造とするととも

に落下防止の措置を講ずること。 

⑷ 吸管投入口又は点検口の開口部から安全に水槽底へ降りられるようはしご等を設けるこ

と。材質は腐食しないものを使用すること。 

⑸ 水槽内の水を全て吸水するために，吸管投入口の直下に集水ピットを設けることとし，

ピット部に向かった水切りこう配をとること。その大きさは，原則として縦（奥行き）５

０ｃｍ・横１００ｃｍ・深さ３０ｃｍとすること。（別図２参照） 

⑹ 消防水利標識を屋外の吸管投入口又は採水口付近の見やすい位置に，別図３の仕様によ

り設置すること。 

⑺ 吸管投入口及び点検口から確認できる壁面に充水の最高限度，充水量を樹脂系の黄色の

ペイントで標示すること。（別図４参照） 
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第２ 空地用水槽 

空地用水槽として設置する防火水槽の規格は，原則として設置予定地でコンクリートを打

設し建設される鉄筋コンクリート製のもの（「現場打ち防火水槽」という。）又は工場にお

いて生産された部材を使用して建設されるもの（「二次製品防火水槽」という。）とする。 

 １ 設置場所による区分 

   Ⅰ型：公園，宅地等で自動車の進入が予想されない場所に設置するもの 

   Ⅱ型：Ⅰ型以外のもの 

２ 構造 

⑴ 上載荷重，自重及び土かぶり荷重，土圧，地下水圧，内水圧及び浮力に対する強度を

有し耐久性があること。この場合の上載荷重は，Ⅱ型にあっては，設置場所の状況に応

じた自動車荷重（Ｔ－１４からＴ－２５荷重）を，Ⅰ型にあっては１０ｋＮ／㎡の荷重

を，それぞれ考慮するものであること。 

⑵ 主要構造材料及び部材厚等は，次のとおりであること。 

ア コンクリートは，材料の均質性，水密性，耐久性を考慮して設計基準強度（４週圧

強度）は，現場打ち防火水槽にあっては２４Ｎ／ｍ㎡以上，二次製品防火にあっては

３０Ｎ／ｍ㎡以上のものであること。 

イ 鉄筋は，主鉄筋及び配力鉄筋は原則として直径１３㎜以上の異形鉄筋を，Ⅰ型にあ

っては，１，６００ｋｇ以上，Ⅱ型にあっては２，０００ｋｇ以上使用するこのであ

ること。 

ウ 鋼材（鋼板）は，コンクリート被覆又は防錆処理が施されたものであること。 

エ ＦＲＰは，強化プラスチック用液状不飽和ポリエステル樹脂及びガラス繊維強化材

を使用したものであること。 

オ 頂版，側版，底版及び底設ピットの軀体の厚さは，現場打ち防火水槽のⅠ型にあっ

ては２０ｃｍ以上，Ⅱ型にあっては２５ｃｍ以上，二次製品防火水槽のＲＣ部材にあ

っては２０ｃｍ以上，ＦＲＰ部材にあっては４．５ｃｍ以上であること。 

カ 給，排水又は吸水のための配管等が原則として底版又は側版部に設けられていない

ものであること。 

キ 栗石等により，必要な基礎固めをしてあること。 

ク その他，現場打ち防火水槽及び二次製品防火水槽における主要使用材料及び許容応

力度，荷重，構造計算，断面算定ほか構造に関ることについては，平成１３年３月

に総務省消防庁が作成した「耐震性貯水槽の技術指針」及び同年３月の防火水槽の

標準的仕様等に関する検討委員会による「防火水槽の標準的仕様等に関する検討委

員会報告書」によるものとする。 

 

第３ 地中ばり水槽 

 １ 構造（別図５・別図６参照） 

⑴ 水槽内には，給水管・配水管・電気配管等他用途の配管を通さないこと。 

⑵ 内部仕上げは，床及び壁を全面防水措置するものとし，上階が居室等の場合は必要に応

じて，天井に防湿工事を施すこと。 

なお，防水仕様は防水モルタル又は，無機質系塗布防水とすること。 
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⑶ 水槽が地中ばりで区画されている場合は，硬質塩化ビニール管等を使用し，各区画ごと

に通気口，通水口及び人通口を次により設けること。（別図５参照） 

ア 通気口は，口径１０ｃｍ以上とし，はりの上部に２箇所以上（１００㎥水槽の場合は

４箇所）とすること。 

イ 通水口は，口径１５ｃｍ以上で各はりの下部に２箇所以上（１００㎥水槽の場合は４

箇所）とし，底版に接するようにすること。 

ウ 人通口は，直径６０ｃｍ以上の大きさとし，その下端は，底版から３０ｃｍ以下とす

ること。ただし，構造上設置することが困難であり，各区画が点検できるよう点検口を

設けるなどした場合は，この限りではない。 

⑷ 過剰充水による水損の防止措置として，地中ばり水槽である旨と，マンホールから満水

面までの距離を記載した標示板を，吸管投入口及び点検口付近の水槽内に設置すること。

（別図７参照） 

⑸ 給水栓（自動給水を含む。）は設置しないこと。 

 

第４ 兼用水槽 

構造は，前第１（第１．３⑸を除く。）及び第３（第３．１⑴を除く。）によるほか，次の

とおりとすること。 

⑴ 容量は，消防法で定める消防用設備等の必要な水量と４０㎥を合算した水量以上とする

こと。 

⑵ 構造は，消防水利として４０㎥以上活用した後も，消防法で定める消防用設備等に必要

な水量が確保されていること。（別図８参照） 

⑶ 必要により給水栓を設置してもよいこと。 

 

第５ 導水装置 

 １ 位置 

   標準ポンプ車が容易に採水口に接近できること。 

 ２ 受水槽等の容量 

   常時，４０㎥以上の水量が確保されていること。ただし，４０㎥以下であっても，補給に

より１㎥／min 以上の水量を連続して４０分間確保できればよいものとする。 

 ３ 構造 

⑴ 採水口は，次によること。 

ア 原則として，２口以上（１００㎥水槽の場合は４口）設けること。 

イ 取り付け高さは，地盤面から結合部の中心まで０．５ｍ以上１．０ｍ以下とすること。 

ウ 採水口相互間は，５０ｃｍ程度離すこと。 

エ 材質は，JIS G 5111（青銅鋳物）に適合するもの又はこれと同等以上のものとするこ

ととし，結合部は呼び径７５ｍｍのめねじとし，JIS B 9912（消防用ねじ式結合金具の

結合寸法）に適合すること。 

オ 覆冠を設け，面板等に「採水口」と標示すること。（別図９参照） 

⑵ 導水管は，次によること。 

ア 採水口１口ごとの単独配管（口径１００ｍｍ以上）とすること。 
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イ 標準ポンプ車を使用して，１㎥／min 以上の取水ができるように設計すること。なお，

口径の算定にあっては，「配管口径算定」によること。（別表参照） 

ウ 吸水口は，集水ピット内とし，集水ピット床面より２０ｃｍ程度離すとともに，吸水

口相互間は５０ｃｍ以上離すこと。（別図２参照） 

エ 材質は，SUS 304 TPD ステンレス鋼鋼管，JWWA K144（日本水道協会規格品）又は

PWA001（配水ポリエチレン管協会規格品）に定める水道配水用ポリエチレン管（ＰＥ）

とし，ＰＥ継手については JWWA K145 又は，PWA002（同規格品）のうちＥＦ継手のもの

を仕様する。なお，ＰＥは屋外の露出部分に使用しないこと。 

オ 配管は必要に応じた腐食を防止するための措置を施すこと。 

カ 導水管には，必要に応じ「導水管」と標示すること。 

⑶ 外部への通気管は，次によること。 

ア 口径は，１００ｍｍ以上（１００㎥水槽の場合は１５０ｍｍ）とすること。 

イ 先端は１８０度曲げ，異物の混入を防止するための網を設けること。 

ウ 材質は，原則として JIS G 3452〔配管用炭素鋼鋼管（白ガス管）〕に適合するもの又

はこれと同等以上（ステンレス鋼鋼管等）のものとすること。なお，白ガス管で架空配

管する部分は，外面の腐食を防止するための塗装をし，埋設配管する部分は，防食テー

プ等により措置すること。 

エ 通気管には，「防火水槽・通気管」と標示すること。 

⑷ 逆止弁・止水弁・水抜弁等は，次によること。 

ア 飲料用受水槽等に導水装置を設置する場合は，必ず逆止弁・止水弁を設けると共に必

要により水抜弁を設けて水が滞留しない構造とすること。 

イ 水抜弁又は空気抜弁は，点検に容易な位置とすること。 

ウ 止水弁を設ける場合は，採水口の近くの位置とし，必要に応じてその旨標示すること。 

⑸ 揚水時間が６０秒以上かかる場合は，必ず採水口付近にその旨を標示すること。（別図

１０参照） 

 

第６ その他 

   これにより難い場合にあっては，その都度協議すること。 

 

 この基準は，平成２８年１０月１日から適用する。 

 

附則（令和５年３月３１日） 

１ この基準は，令和５年４月１日から適用する。 

 

２ 改正後の防火水槽構造基準の規定は，この基準の施行の日以後に防火貯水槽設置基準に規定

される事前協議終了に伴う承認申請書が提出される開発事業について適用し，同日前に提出さ

れた開発事業については，なお従前の例による。 
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別図１ 

   消防用鉄蓋「市のマーク及び標示のないもの」 

   ただし，提供公園内に設置する防火水槽の鉄蓋は，市章及び市名の標示のある鉄蓋を用いる。 

    以下は，鉄蓋の模様例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 専用開閉器具穴１箇所以上及び補助こじり穴２箇所以上を設けること。 

 

専用開閉器具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「防火水槽」の標示のみ

一部溶着塗装（黄色） 

 

尾一 

（単位 mm） 

焼付塗装（黄色） 
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別図２ 

吸 水 口 が 集 水 ピ ッ ト 内 に 入 る 場 合 の 設 置 例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０cm以上 
２０cm程度 

５０cm以上 

１００cm以上 

（奥行きは５０cm以上） 
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別図３ 



－8－ 

別図４ 

充  水  限  度  の  標  示  例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別図５ 

地   中   ば   り   水   槽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30cm以下 30cm以下 

充水限度標示 

地中ばり水槽標示 

消防用鉄蓋 

吸管投入口 

通気口 

（   40㎥・・・φ100×２以上） 

（100㎥・・・φ100×４以上） 

人通口（φ６００以上） 

通水口 

（   40㎥・・・φ150×２以上） 

（100㎥・・・φ150×４以上） 

集水ピットは吸管投入口の

真下に設けること 

はしご 

（充水の最低限度） 

※所定の容量を確保でき

る位置 

20cm 

㎥ 

20cm以上 

（充水の最高限度以下） 

※通気口を塞がない位置，および導水

管，通気管の貫通部で最も低い位置 

50cm以上 

水槽の容量を記入 

注：標示は，黄色の樹脂系ペイン

トとする。 
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別図６ 

導 水 装 置 併 設 地 中 ば り 水 槽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別図７ 

地  中  ば  り  水  槽  標  示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30cm 

Ｇ．Ｌ 

地中ばり水槽標示 

充水限度標示 

点検口（φ５００以上） 
通気管 

（40㎥φ100 

100㎥φ150以上） 

防虫網 

通気口 

（φ100以上） 

人通口 

（φ600以上） 

通水口 

（φ150以上） 

採
水
口 

導水管 

別図２ 

参照 

地 中 ば り 水 槽 に つ き  

充 水 注 意 

マンホールから満水面まで       ｍ 

取付穴φ５（四隅に同径の穴あけ） 

吸管投入口又は，点検口の天端から充水

の最高限度までの実測値（少数点第１位

まで）を記入 

基  板：アルミ板１５０ｍｍ×３００ｍｍ×１ｍｍ（ＪＩＳＨ４０００） 

表面加工：カールシート（ＪＩＳ１１１３ＸＬ リップイエロー） 

印  字：黒色シルクスクリーン印刷 

15cm 
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別図８ 

兼    用    水    槽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ．Ｌ 

地中ばり水槽標示 

充水限度標示 

点検口（φ５００以上） 通気管 

（40㎥φ100 

100㎥φ150以上） 

防虫網 

採
水
口 

導水管 

ポンプ 

有効水量 

消防用設備等に必要な水量 
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別図９ 

            埋込型採水口               スタンド型採水口 

            

  〔注〕他の採水口と相互に５０ｃｍ程度離すこと。 

 

 

別図１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：この採水口の揚水時間 

 

は約    秒です 

 

            消防署 
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別表 

配 管 口 径 算 定 要 領 

１ 換算管長を求める。 

   

 

 

 

  （    ×    ）＋（   ×   ）＋（   ×   ）＋（   ×   ） 

 

   （換算管長） 

 ＝        〔A表〕 

種 別 
口 径 

（ｍｍ） 
90⁰ｴﾙﾎ゙  90⁰ﾍ゙ ﾝﾄ゙  45⁰ｴﾙﾎ゙  逆止弁 仕切弁 

ＳＵＳ １００ ３．２ ― １．５ ８．７ ０．７ 

１２５ ３．９ ― １．８ １０．９ ０．８ 

ＰＥ ＰＷＡ１００ ５．５ １．０  

ＪＷＷＡ１００ ５．９ １．１ 

１２５ ７．４ １．４ 

１５０ ― １．９ 

２ 管長を求める。 

 （実際の管長）  （前１の換算管長）   （管長） 

         ＋         ＝ 

 

３ 摩擦損失水頭を求める。 

  （前２の管長） （Ｂ表の数値）   （摩擦損失水頭）  

         ×         ＝         〔Ｂ表〕 

種 別 
口 径 

（ｍｍ） 
定 数 

ＳＵＳ １００ ０．０４４６ 

１２５ ０．０１５５ 

ＰＥ ＰＷＡ１００ ０．０６１２ 

ＪＷＷＡ１００ ０．０４１８ 

１２５ ０．０１１７ 

１５０ ０．０１００ 

４ 損失水頭を求める。 

  前３の摩擦  

  損失水頭    （採水口からの落差） 

 

         ＋         ＝ 

 

  よって，       ＜ ６．６０ｍ ならば吸水可能 

 （注）上式を満足しない場合は，口径を換えて計算しなおす。 

 

 

 

90⁰ｴﾙﾎ゙  

90⁰ﾍ゙ ﾝﾄ゙  

使用個数 

 

A表の 

数値 

45⁰ｴﾙﾎ゙  

使用個数 

 

A表の 

数値 

逆止弁 

使用個数 

 

A表の 

数値 

A表の 

数値 

仕切弁 

使用個数 

 

   ｍ 

   ｍ    ｍ    ｍ 

   ｍ          ｍ 

   ｍ    ｍ    ｍ 

   ｍ 
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（計算例） 

 

                                  ・導水管にＳＵＳを採用 

                                  ・落差    ４．０ｍ 

                                  ・管の下端から採水口まで 

                                   90⁰エルボ  ３箇所 

                                  ・実管長   ６．０ｍ 

                            採水口 

                             ＧＬより０．５～１．０ｍ 

 

 

 

     配管口径１００ｍｍを使用すると仮定すると， 

管  長＝実管長＋換算管長 

                   ＝ ６ ＋(３．２×３) 

＝１５．６ｍ 

               損失水頭＝摩擦損失水頭＋落差 

                   ＝(１５．６×0.0446)＋４．０ 

                   ＝０．６９６＋４．０ 

                   ＝４．６９６ 

     よって，４．６９６＜６．６０となり，配管口径１００ｍｍで，満足する。 

通気管 

建  物 

水  槽 

Ｇ.Ｌ. 


